
議 題 １ 

報道機関 各位                記者発表資料 
平成２１年１０月２２日（木） 

問い合わせ先：秘書課 

担当：横川・吉田 

電話：８２９―１０１４ 

内線：２０５６ 

 
さいたま市文化賞受賞者が決定しました 

 
さいたま市文化賞は、有識者等からなる選考会議を経て、受賞者４名が決定しまし

た。受賞者の方々は次のとおりです。 
 
１ 受賞者の功績（五十音順・敬称略・年齢は表彰式日を基準とする） 
 
 ・伊藤利行（８３歳）  画家 
   浦和市展の役員として活躍され、平成１４年、平成１７年にはさいたま市美術展の審査員

を務め、現在までの長きにわたり本市の文化芸術分野の発展に寄与。 
   昭和２４年、日展に入選され、昭和４９年、５３年には日展において洋画部門の特選を受

賞する。 
 
 ・犬飼基昭（６７歳）  日本サッカー協会会長 
   浦和レッドダイヤモンズ取締役社長を務め、数々のタイトルを獲得するとともに、市民の

誇りとなるサッカーチームの育成に尽力し、市民に夢、希望、感動を与えるなど、本市のサ

ッカー文化の発展に寄与。 

平成２０年７月から日本サッカー協会会長に就任し、来年行われるワールドカップに日本代

表を導く。 
 
 ・田中壽雄（９０歳）  漆芸家 
  （雅号：田中桃仙） 
   浦和市展の役員として活躍され、さいたま市美術展においても運営委員、審査員として活

躍するなど、現在までの長きにわたり本市の文化芸術分野の発展に寄与。 
   昭和１７年の文部省美術展覧会第４部に入選され、昭和２０年から２４年まで５回連続し

て日展に入選され、平成８年から現在まで日本文化財漆協会副会長として活躍。 
 



 ・宮田守夫（８３歳）  元日本体育協会副会長 
   昭和５０年から与野市体育協会会長として地域におけるスポーツの普及振興に積極的に活

動し、３市合併時には各市の体育協会の調整、並びにさいたま市体育協会の発足に尽力した。

その後、さいたま市テニス協会会長をはじめ、埼玉県体育協会会長、日本体育協会副会長な

どを務め、地域だけでなく日本国内のスポーツの発展に寄与。 
 
２ 市政功労賞 
   受賞者氏名については、別紙のとおりです。 
 
３ 表彰式 

(1) 日 時  平成２１年１１月４日（水） 
(2) 会 場  ホテルブリランテ武蔵野 ２階エメラルド 
(3) 受賞者に対し、表彰状、記念品などを贈ります。 
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区　　分 氏　　名 団体名・基準となる職名
地方自治功労

相川　宗一 前さいたま市長

神崎　功 市議会議員

沢田　力 市議会議員

霜田　紀子 市議会議員

関根　隆俊 市議会議員

土橋　貞夫 市議会議員

鳥海　敏行 市議会議員

中島　隆一 市議会議員

萩原　章弘 市議会議員

三田　勇 市選挙管理委員会 委員

北條　神一郎 人事委員会 委員

奥冨　定 人事委員会 委員

コミュニティ功労

平沼　仁 岩槻蓮田地区交通安全協会 会長

中村　みよ子 中央区自治会連合会 会長

保健・福祉功労

加藤　義典 岩槻歯科医師会 会長

矢口　ミヤ子 さいたま市岩槻身体障害者福祉会 会長

中根　久 大宮地区保護司会西支部 支部長

篠田　彬 大宮地区保護司会北支部 支部長

山田　仙三 大宮地区保護司会北支部 前支部長

清水　良男 大宮地区保護司会 会長

吉田　敏雄 大宮地区保護司会見沼支部 支部長

岩﨑　道行 浦和地区保護司会中央支部 支部長

大澤　謙治 桜区民生委員児童委員協議会 会長

島﨑　清一 浦和地区保護司会桜支部 支部長

小川　清美 浦和地区保護司会桜支部 前支部長

田中　實 浦和地区保護司会浦和支部 支部長

肥留間　美城 浦和地区保護司会緑支部 支部長

教育・文化・スポーツ功労

山田　真治 さいたま市ＰＴＡ協議会西区連合会 前会長

宮下　慎一 さいたま市ＰＴＡ協議会北区連合会 前会長

宮本　英典 さいたま市ＰＴＡ協議会見沼区連合会 会長

寄付功労

秋葉　保憲

田中　実
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